
（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
）

第
十
二
条
の
二
の
十
一

営
業
用
の
自
動
車
に
対
す
る
第
百
五
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
と
す
る
。

第
一
項
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
百
分
の
一

百
分
の
〇
・
五

第
二
項
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
百
分
の
二

百
分
の
一

第
三
項

百
分
の
三

百
分
の
二

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

附
則
第
四
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
つ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の
特
例
）

第
四
条
の
四

道
府
県
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
に
限

り
、
医
療
保
険
各
法
等
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
各
法
及

び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
療
養
の
給
付
と
し

て
支
給
さ
れ
る
薬
剤
と
の
代
替
性
が
特
に
高
い
一
般
用
医
薬
品
等
（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及

び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
条
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す

る
要
指
導
医
薬
品
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
一
般
用
医
薬
品
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
使
用
を

推
進
す
る
観
点
か
ら
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他

の
親
族
に
係
る
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
支
払
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
所
得
割

の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
へ
の
取
組
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
組
を
行
つ

て
い
る
と
き
に
お
け
る
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
第
三
十
四
条
第
一
項

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に
よ
り
、
同
号
中
「
前
年

中
」
と
あ
る
の
は
「
前
年
（
平
成
二
十
九
年
か
ら
平
成
三
十
三
年
ま
で
の
各
年
に
限
る
。）中
」
と
、「
医
療
費
（
医

師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
又
は
治
療
、
治
療
又
は
療
養
に
必
要
な
医
薬
品
の
購
入
そ
の
他
医
療
又
は
こ
れ
に

関
連
す
る
人
的
役
務
の
提
供
の
対
価
の
う
ち
通
常
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
七
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
」
と
、「
医
療
費
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
の
」

と
、「
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額
（
そ

の
金
額
が
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
円
」
と
、「
二
百
万
円
」
と
あ
る
の

は
「
八
万
八
千
円
」
と
し
て
、
同
項
（
同
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
同
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二

号
（
附
則
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、「
同
項
第
三
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
一
項
第
三
号
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
四
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
必
要

な
技
術
的
読
替
え
そ
の
他
前
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

３

市
町
村
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市
町
村
民
税
に
限
り
、
医
療

保
険
各
法
等
の
規
定
に
よ
り
療
養
の
給
付
と
し
て
支
給
さ
れ
る
薬
剤
と
の
代
替
性
が
特
に
高
い
一
般
用
医
薬
品
等

の
使
用
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
そ
の
他
の
親
族
に
係
る
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を
支
払
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
所
得
割
の
納
税
義
務

者
が
前
年
中
に
健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
へ
の
取
組
と
し
て
政
令
で
定
め
る
取
組
を
行
つ
て
い
る
と
き

に
お
け
る
前
年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
控
除
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
選
択
に
よ
り
、
同
号
中
「
前
年
中
」

と
あ
る
の
は
「
前
年
（
平
成
二
十
九
年
か
ら
平
成
三
十
三
年
ま
で
の
各
年
に
限
る
。）中
」
と
、「
医
療
費
（
医
師
又

は
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
又
は
治
療
、
治
療
又
は
療
養
に
必
要
な
医
薬
品
の
購
入
そ
の
他
医
療
又
は
こ
れ
に
関
連

す
る
人
的
役
務
の
提
供
の
対
価
の
う
ち
通
常
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と

あ
る
の
は
「
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
（
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
」
と
、「
医
療
費
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
の
」
と
、「
前

年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額
（
そ
の
金
額

が
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
十
万
円
）」と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
円
」
と
、「
二
百
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
八

万
八
千
円
」
と
し
て
、
同
項
（
同
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
同
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
（
附

則
第
四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、「
同
項
第
三
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
一
項
第
三
号
」
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

に
必
要
な
技
術
的
読
替
え
そ
の
他
前
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
第
六
項
第
二
号
ハ
中
「
第
十
条
の
五
の
四
」
を
「
第
十
条
の
五
の
三
」

に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
第
九
項
中
「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
四
及
び
」
を
「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
二
及
び
第
四
十
二
条
の

十
二
の
四
」
に
、「「
及
び
」
を「「
及
び
第
四
十
二
条
の
十
二
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十

五
の
五
及
び
第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
四
か
ら
第
六
十
八
条
の
十
五
の
三
ま
で
及
び
第
六

十
八
条
の
十
五
の
五
」
に
、「「
及
び
第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
」
を「「
及
び
第
六
十
八
条
の
十
四
か
ら
第
六
十
八
条

の
十
五
の
三
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
を
削
り
、同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
六
項
を
除
く
。）」
を
「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
四
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
五
」
を
「
百
分
の
二
・
九
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
、

第
九
項
及
び
第
十
三
項
中
「
百
分
の
十
五
」
を
「
百
分
の
十
七
・
一
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
十
項
中「（
ガ
ス
事
業
法
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

同
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
に
限
る
。）」を
削
り
、

「
同
法
第
二
条
第
十
二
項
」
を
「
ガ
ス
事
業
法
第
二
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
大
口
供
給
」を「
ガ

ス
の
供
給
」
に
、「
当
該
大
口
供
給
」
を
「
当
該
ガ
ス
の
供
給
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
第
十
四
項
中「（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）」を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
二
の
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
二
の
五
ま
で

削
除

附
則
第
十
二
条
の
二
の
九
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
非
課
税
）

第
十
二
条
の
二
の
十

道
府
県
は
、
道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

を
経
営
す
る
者
が
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要
な
路
線
で
輸
送
人
員
の
減
少
等
に
よ
り
運
行
の
維
持
が
困
難
に
な
つ

て
い
る
も
の
と
し
て
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
も
の
の
運
行
の
用
に
供
す
る
一
般
乗
合
用
の
バ
ス
に
対
し
て
は
、

当
該
一
般
乗
合
用
の
バ
ス
の
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
四
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
十
二
条
の
二
の
十
二

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す

る
者
が
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路
線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
路
線
バ
ス
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
乗
降
口

か
ら
車
椅
子
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
ま
で
の
通
路
に
段
が
な
い
も
の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限

る
。）で
最
初
の
第
百
四
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
新
規
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
初
回
新
規

登
録
」
と
い
う
。）を
受
け
る
も
の
に
対
す
る
第
百
五
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
バ
ス
等
の

取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
条
中「
と
い
う
。）」と
あ
る
の
は
、「
と

い
う
。）か
ら
千
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

一

高
齢
者
、障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針（
次

項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）に
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
導
入
す
る
台

数
が
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
交
通
移

動
等
円
滑
化
基
準
（
次
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て「
公
共
交
通
移
動
等
円
滑
化
基
準
」と
い
う
。）

で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。


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